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FISHERIES OR NATL RES INST FISHERIES SCI OR 

SEIKAI NATL FISHERIES RES INST OR JAPAN SEA 

NATL FISHERIES RES INST OR NATL RES INST 

AQUACULTURE OR NATL CTR STOCK ENHANCEMENT OR 

NATL RES INST FISHERIES ENGN OR NATL SALMON 

RESOURCES CTR OR FISHERY RES AGCY OR FRA OR 

HOKKAIDO NATL FISHERIES RES INST OR JAPAN SEA 

FARMING ASSOC OR JAPAN SEA NATL FISHERIES INST 

OR NALT RES INST FAR SEAS FISHERIES OR NATL RES 

INST FISHERIES & ENVIRONM INLAND SEA)である。

この検索式を用いて 1999～2008 年の水研センタ

ーの論文数を調べたところ 2,537 報であった。こ

れは、トムソン･ロイター社刊行"ISI National 

Citation Report for Japan 1999-2008"(NCR-J)

の「分野別法人別 10 年間（1999-2008 年）論文

数」において報告されている水研センター論文数

（2,348 報）とは異なっていた。 

 

（２）海外比較対象機関の選定 

水研センターの 2000～2009 年の発表論文数は

2678 報であった。これらの論文について雑誌別の

論文数を調べたところ、30 報以上の雑誌は 15 誌

であり、そのうち国内誌が 8誌、国際誌が 7誌で

あった。論文数は全体の 52.8%で国内誌の論文は

1061 報（39.6%）、国際誌の論文は 353 報（13.2%）

であった。10 報以上の雑誌は 54 誌であり、国内

誌は 11 誌、国際誌が 43 誌であった。論文数は全

体の 75.7%を占め、国内誌は 1111 報（41.5%）、国

際誌は 915 報（34.2%）であった。 

 

表１ 水研センターにおける雑誌別論文数

（2000～2009 年） 

順位 雑誌名   論文数 割合 (%) 
1 国内誌 A 374 14.0 
2 国内誌 B 297 11.1 
3 国際誌 a 89 3.3 
6 国際誌 b 66 2.5 
8 国際誌 c 56 2.1 
12 国際誌 d 40 1.5 
13 国際誌 e 38 1.4 
    
全体  2678 100 
 30 報以上の雑誌：15 1,414 52.8 
 国内誌： 7 1,061 39.6 
 国際誌： 8 353 13.2 
 10 報以上の雑誌：54 2,026 75.7 
 国内誌：11 1,111 41.5 
 国際誌：43 915 34.2 

 

国際ベンチマーク調査を行う機関の選定には

国際誌を基にした評価基準が必要であるため、水

研センターにおける論文数の上位5国際誌におい

て、機関別論文数が多い機関について調べたとこ

ろ、 

3 機関（研究機関（海外）：１、大学（海外）：２）

が 5誌中 5誌、 

5 機関（研究機関（海外）：２、大学（海外）：２、

大学（日本）：１）が 5誌中 4誌、 

9 機関（研究機関（海外）：４、大学（海外）：４、

大学（日本）：１）が 5誌中 3誌 

が論文数上位３０機関に入っていた。これらの機

関のうち、研究分野を考慮して選定した研究機関

（海外）６機関と水研センターとの５国際誌にお

ける論文数を調べたところ、各誌における論文数

と順位は機関によって異なっていた。 

 

表２ 水研センターと６公的研究機関（海外）

の５国際誌における論文数 
雑誌名 

機関名 
a b c d e 計 

水研セ 89 66 56 40 38 289
Ａ(欧州) 190 59 20 4 23 296
Ｂ(欧州) 109 65 41 14 2 229
Ｃ(北米) 53 66 65 4 18 206
Ｄ(北米) 26 198 49 7 25 305
Ｅ(欧州) 122 6 27 16 0 171
Ｆ(欧州) 93 113 38 12 59 315

 

（３）水産関係研究機関の特徴 

各機関の3研究分野における論文数の割合を調

べたところ、５タイプ（水産学集中型、全分野型、

水産、海水/淡水生物学型、海水/淡水生物学、海

洋学型、海水/淡水生物学集中型）に分類が可能

であった。 

【水産学集中型】        

水研センター、大学(日本)3 機関 
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